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【ラジオ少年の夏】

私は少年時代から秋葉原を探検していた。いわゆる「ラジオ少

年」である。毎年、夏休みになると部品を買いに秋葉原に行って

は、オーディオアンプを製作したり、自分のアマチュア無線局の

送信機や受信機などを自作していた。いったん完成しても、すぐ

に改造したくなる。夏休みは毎年エレクトロニクス工作で一杯だ。

おお、その合間に宿題もやらなくては…。

冷静に考えてみると、子供の身分では、夏休みよりもクリスマ

ス＋お正月のほうがお金を持っていただろう。それに昔はクーラ

ーも普及していないのだから、猛暑の中で熱い半田ゴテを振り回

すのは快適とはいえなかった。それでもなお夏休みに製作したの

は、やはり時間が自由になったからだと思う。ラジオ少年なるも

のは、部品を集めて自分でアンプや通信機を組み立てる。これに

は相当な日数がかかる。夏休みならば、まとまった時間が確保し

やすい。

【子供のほうがハイテクだった時代】

さて読者の中には次のような疑問を持つ向きもあるだろう。「ど

うして手間をかけて自作するのか、製品を買ったほうが簡単だろ

うに」それには明快な答えがあるのだが、現代では理解されない

かもしれない。実は、その当時には自作したほうが市販品よりも

性能の良いものが作れたのである。

たとえば市販のアンプは6BM8という真空管を使っていて17W

の出力がある。これに対して自分で6BQ5を使えば24Wが出せ

る。アマチュア無線の機材にしてもTRIO（現在のKenwood）よ

りは自作のほうが高性能だという時代である。

これは、子供にとって実に愉快な時代だったと思う。秋葉原で

買うものが製品ではなくて部品であるところに夢があった。この

真空管は、アンプにも使えるが送信機の変調回路でもよい。その

ような夢のある部品を大切に抱えてラジオ少年は秋葉原から帰途

につく。

【子供が大人を越えないと人類はジリ貧】

秋葉原は日本に特有の街だといわれるが、私の子供時代の思

い出に似た話が（偉い人なので並べるのも恐縮するが）物理学者

のファインマンの本に載っている。[参考文献]の最初の章「考え

るだけでラジオを直す少年」を読むと米国にもラジオ少年の仲間

がいたことがわかる。

私自身は大人になっても、あまり社会の役に立つようにはなら

なかったが、私のラジオ少年仲間の先輩や友人、後輩たちは文字

通りに日本の電子立国を支える企業に入って活躍したと思う。そ

の結果が現在の秋葉原なのであるが、さてこの夏の秋葉原を歩き

回る子供たちは果たして愉快に暮らしているのだろうか。

昔に比べると店も商品も格段に立派になった。LSIなどは部品

とはいえ、昔でいえば巨大装置に匹敵する機能と性能を持ってい

る。しかし、子供の夢がその分だけ大きくなっているようには見

えないのだ。貧しい部品のほうが自由度があり、その自由度が少

年の夢だったのだろうか。真空管は手で握るとガラスを温かく感

じる。LSIを握るとピンが痛い。

【一番良いものを子供に】

もう真空管は絶滅してしまったので、いまさら子供に真空管で

アンプを作るように勧めても、そこから夢は育たない。懐古趣味

は大人にだけ意味を持つ。

結論をいえば、現在の大人である我々が一番良いと思っている

もの、一番価値のあると思っているものを子供にあげなくてはい

けないのだと思う。それはインターネットだろう。子供がインター

ネットを使って大人を越えることはできると思うし、またそうなっ

てもらわないと人類は困るのだ。

子供とインターネットを考えると、すぐに18歳未満問題（子

供に見せたくないサーバー）とか、英語の情報では子供は楽しめ

ない、という問題点が指摘される。これは解決していかなくては

ならないし、その方策はある。細部の問題に目を奪われて大きな

チャンスを逃さないようにしたいものだ。

昔のラジオ少年は自分たちが一番ハイテクだと思って秋葉原を

闊歩していた。しかしそのような夢を与えてくれた仕組みは、や

はり当時の大人が準備してくれたものなのだと思う。僕たちはハ

イテクという言葉も知らずに、ただ愉快に秋葉原を探検していた。
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